
美幌町コンパクトなまちづくり計画（案）に対するパブリックコメント（意見公募）手続の実施結果 

 令和７年１月２２日(水)から２月２０日(木)までの間、「美幌町コンパクトなまちづくり計画（案）」について、パブリックコメント(意見公募)手続を実施したところ、２件の

ご意見をいただきました。いただいたご意見の内容と、それに対する町の考え方及び回答を取りまとめましたので、次のとおりお知らせいたします。 

№ ご意見の概要 町の考え方 回答 

１ 

【図書館整備】 

・子育て支援センターとの同敷地内での複合化が理想 

・セミナールームのバリアフリー化、複数のルームや収納スペースの

設置 

・ロビーコンサートなどのイベントが行えるスペースの確保 

・ハイドロカルチャーを取り入れた観葉植物設置による地域活性化 

の事例提案 

 

【小中一貫校の運営】 

・新校舎建築に先立つ試用運営の提案 

・不登校の子どものための学習と食事の場所提供 

 

【みどりの村の活用】 

・セミナー合宿機能の追加と英語のサマースクールの開催 

・サマースクールに付随するアクティビティ（BBQ、星空観賞）の低価

格提供 

・冬場のウインタースポーツ体験イベントや家族向け宿泊の提案 

・複数の希望パターンを用意した合宿プランの作成 

 

【アミューズメント性と結束性のあるまちづくり】 

・分断されたまちづくりではなく、連想性や連結性を持たせた運動

環境の整備 

【施設整備に関すること】 

・図書館及び小中一貫校については、本計画

において、中心拠点内への整備を明記してお

り、具体的な整備手法については、今後、教

育委員会において検討を進めます。頂いたご

意見は、参考にさせていただきます。 

・みどりの村については、都市計画上の公園と

しての位置付けはありませんが、経済部にお

いて再整備に向けた検討を進めています。頂

いたご意見は、参考にさせていただきます。 

・アミューズメント性と結束性のあるまちづくりに

ついては、本計画の目標である「歩いて暮ら

せる便利なまちづくり」「街並みと緑が調和す

る、つい出かけたくなるまちづくり」の実現を目

指すうえで重要な要素と認識しており、施設整

備を進めるにあたり、基本的な考え方として承

ります。 

 

 

 

 

 

 

いただいたご意見は、今後の個別

施設の整備や運営の参考とさせ

ていただき、コンパクトなまちづくり

計画は原案のままとさせていただ

きます。 



【河川敷の安全対策と利活用】  

・視界をクリアにするため、熊や変質者対策として樹木の伐採を提

案 

・サイクリングコースやジョギング、SUP エリアの整備によるアウトドア

環境の創出 

・多摩川の河川敷に負けないトレーニングや BBQ 環境の整備 

・他拠点生活者のニーズに対応する魅力的な環境提供 

 

【コールセンター誘致への懸念】 

・チャット AI やリモートワークの普及を考慮し、時代に合った施策を

採る重要性 

 

 

 

 

【不登校対策】 

・大きな保健室登校機能とオンライン参加可能な環境の整備 

・フリースクールによる第三者管理の導入 

・学校に行きたくない生徒のための環境整備とシェルターの必要性 

 

【部活動の地域移行の課題】 

・スポーツハラスメントの潜在的なリスク 

・保護者の介入による活動の偏りや不公平の問題 

・第三者（管理人や保険の先生など）の介入の必要性 

 

【柔軟な学習・運動環境の提供】 

・学校や部活の枠を超えた自由な活動環境の整備 

【河川敷の利活用に関すること】 

・河川敷地の利活用については、国の「かわま

ちづくり」の考え方を参考に、民間事業者や町

民と北海道開発局との連携による、河川空間

とまち空間が融合した空間形成を支援してお

り、今後の参考とさせていただきます。 

 

 

【コールセンター誘致に関すること】 

・本計画では、工業用地拡大を契機とした企業

誘致について記載しておりますが、コールセン

ター誘致に関する個別具体的な記載はありま

せん。頂いたご意見は、今後の参考とさせて

いただきます。 

 

【その他施設の運営等に関すること】 

・既存施設の利活用促進に関するご意見は、

今後の参考とさせていただきます。 



・美幌町の新たな魅力としての進化の提案 

 

【学校施設の利用促進】 

・不登校児でも利用可能な水泳やスキー施設の時間調整 

・そのためのスクールバス運行の可能性 

 

【スキー場の施設改善】 

・必要な追加設備として、コインロッカー、更衣室、おむつ交換や授

乳設備、キッズコーナーの設置 

・鳥かご型トランポリンのような安全に遊べる遊具の導入 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【郊外住民への配慮】 

・中心市街地への集約による距離感への懸念 

・自動化やデジタル化に伴う不確定要素への配慮が必要 

 

 

 

 

【共通事項】 

・説明会資料に記載しているものの、計画書本

体に反映されていない等、計画全般に係る基

本的な考え方として、可視化すべきとのご意

見と承りました。以下、それぞれの考え方につ

いて、回答いたします。 

 

 

 

【郊外住民への配慮】 

・コンパクト化への「強制」ではなく「誘導」である

こと、誘導区域から外れた地域のあるべき姿の

検討については、国の基本的な考えであり、

本計画の前提条件であることから、本体計画

には敢えて記載しておりません。しかしなが

ら、町民説明の主たる資料として活用する概

 

いただいたご意見は、今後の計画

の進行管理、説明会での参考とさ

せていただき、コンパクトなまちづ

くり計画は原案のままとさせていた

だきます。頂いたご意見を反映す

る形で、町民説明用の概要版に、

以下の事項を追記いたします。 

 

【郊外住民への配慮】 

・本計画は「強制」ではなく「誘導」

を念頭に置き、未来への投資計

画として長期的な視点で進める

方針であること 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住民の共通ビジョンの重要性】 

・単なる人口集約ではなく、共通のビジョンを持ち共に未来を築く重

要性 

・20 年後の豊かでわくわくする美幌町の実現 

・地域への愛、人との絆、一人一人の自己表現を大切に 

・町全体が輝く未来を目指す姿勢 

 

 

 

 

 

 

【商店街の役割再認識】 

・商店街が地域コミュニティの核として果たす役割 

・地域全体の絆を強化する存在としての商店街が持つ温かみの重

要性 

 

要版において、より分かりやすくご意見の内容

を可視化いたします。また、都市計画の土地

利用方針においても、誘導区域外の土地利

用のあり方の検討は明記しているものの、具

体的な方針は示しておらず、今後の課題とし

て真摯に受け止めます。 

・不確定要素への対処として、計画の進行管理

と見直しを記載していますが、頂いたご意見は

十分配慮します。 

 

【住民の共通ビジョンの重要性】 

・まちのコンパクト化について、説明会等を通じ

て、ややネガティブな印象を与えていると認識

しています。一方で、コンパクト化による生活

の質の向上や、将来世代への投資といったポ

ジティブな側面も、概要版への反映と併せて、

積極的に発信してまいります。今後の説明等

においては、２０年後の豊かでわくわくする美

幌町の実現に向けた具体的な例示を盛り込

み、町民の皆さまと共通認識を醸成できるよう

努めます。 

 

【商店街の役割再認識】 

・計画書において、町民、事業者、行政の 3 者

連携と協働について記載しています。中でも、

コンパクト化の重要な要素である商店街の役

割は大変重要と認識しています。今後は、ま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住民の共通ビジョンの重要性】 

・コンパクト化により、暮らしの質を

向上させ、住み続けたいまちで

あり続けるための未来への投資

であること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

【柔軟かつ迅速な対応の必要性】 

・時代の変化に合わせた思い切った判断と柔軟な対応の重要性 

 

 

 

 

 

 

 

【長期的な視点での計画】 

・美幌町を共に築くための住民と行政の協力と相互理解の重要性 

・20 年という長期的な目標を持ちながら、自身がいない未来でも愛

と輝きにあふれた街の実現を願う 

 

ち育出前講座などを通じて、より広く意識醸成

を図り、より具体的な対話を積み重ねていきた

いと考えておりますので、ご理解とご協力をよ

ろしくお願いたします。 

 

【柔軟かつ迅速な対応の必要性】 

・計画書において、社会経済情勢や住民意識

の変化などがあった場合は、柔軟に計画の見

直すとされています。また、都市計画審議会か

らは、まちづくりのプロセスや物語性を評価す

る「ナラティブ評価」の必要性もご意見として頂

戴しており、今後の課題として真摯に受け止め

ます。 

 

【長期的な視点での計画】 

・計画を策定して終了ではなく、都市計画審議

会における進捗状況の共有、ホームページの

リニューアルを契機とした内容の充実等と情報

発信、まち育出前講座を通じた町民との対話

など、積極的な情報公開と対話の機会を設け

てまいります。そして、相互理解を深め、将来

都市像の実現に向けて、共に歩んでいきたい

と考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


